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【学位論文審査の要旨】 
ネットワークインフラの性能向上やモバイルデバイスの普及に伴い、ビッグデータ
と呼ばれる多種多様で膨大なデータを用いて有益な情報を取得する技術が注目されて
いる。一方、ビッグデータを活用するためにはいくつかの課題があり、その解決に向
けて様々な手法が研究されている。本論文は、ビッグデータ活用における課題の中で
特に、多種多様な異種情報を利用する際に人手がかかり高コストとなる問題を対象課
題としている。この異種情報に対する情報統合は、扱うデータの多様性から工学的な
モデル化手法も確立されていない。そのため、この課題を解決し異種情報の情報統合
手法が確立することで、ビッグデータの利活用の低コスト化と適用範囲が広がること
が期待されている。本論文では、時空間データをキーとして、Web 上から抽出した異
種情報を分析し統合することで、リアルタイムに有益な情報を取得し提供する手法を
提案している。評価実験では、観光情報をターゲットとして、観光対象地域の時空間
データを用いて、Web 上から異種情報を抽出・分析し、リアルタイムに地域観光情報
を統合する手法を検討している。本論文において、Web 上に点在する異種情報に対し
て低コストに情報統合する手法を提案し、評価実験によりその有効性を評価している。 
本論文で得られた成果を以下に示す。 
(1) リアルタイム性を必要とする情報発信および複合データの可視化を実現した。
Web 上に点在する異種情報を地図上に可視化する手法を地域公共交通データに適用す
ることで、富山県魚津市において実際の地域公共交通機関のバスロケーションシステ
ムとして導入・運用され、継続的にリアルタイム情報配信システムとして実運用を行
っており、提案手法の有用性を示した。 
(2) Web 上から取得した異種情報に対応可能な特徴抽出を行う手法を提案した。公
式サイトが提供する定常的な情報とブログなどで提供される非定常的な口コミ・評判
情報は、異なる視点から同一情報について情報提供されている。旅行者の現在地であ
る空間情報から収集した異種の地域情報に対し提案手法を適用することで、リアルタ
イムな情報提供に必要となる対象地域の観光情報を自動抽出し統合する実験を行った。
検証の結果、提案手法を利用した地域観光情報の抽出と情報統合への適用可能性を示
した。 
(3) 時空間データを利用し実世界の状況をリアルタイムに情報取得する手法を提案
した。観光時に旅行者は、よりリアルタイムな観光情報提供を望んでいる。そのため、
観光地域の時期や時間帯に応じて刻々と変化する有用な「今」の観光情報を提供する
必要がある。提案手法では、Twitter から取得した位置情報付きツイートを利用し、
生物季節観測における見頃を推定した。桜や紅葉について実験を行い、検証の結果、
リアルタイムな生物季節観測における見頃推定への適用可能性を示した。 
 以上のように、本論文では、異種情報を低コストに統合しリアルタイムに情報提
供する手法についてモデル化手法を提案し、評価実験により有効性を評価している。
得られた成果は、リアルタイム情報の配信システムはバスロケーションシステムとし
て実運用に結びついている。また、提案手法である異種情報の情報統合手法は、観光
情報を含め多様な情報に対して低コストに適用可能であり、ビッグデータを利用する
際の異種情報の情報統合技術となることが期待されるため、工学的に重要な意義があ
ると考えられる。よって、本論文は博士（工学）の学位を授与するに十分な価値があ
るものと認められる。 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外
の教員による質疑応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分野に関
する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても十分
な学力があるものと認め、合格と判定した。 
